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親
鷲
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

。

記
念
講
演

親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相佐

々

木

勇

た
だ
今
は
、
丁
寧
な
ご
紹
介
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
学
会
で
お
話
し
で

き
る
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
会
長
の
内
藤
先
生
、

お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
会
委
員
長
・
深
川
先
生
、

こ
の
話
の
た
め
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、

ま
ず
、
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
日
は
、
「
漢
字
音
」
の
話
を
い
た
し
ま
す
。
深
川
先
生
か
ら
、
こ
の
学
会
に
は
馴
染
み
の
少
な
い
話
題
な
の
で
初
歩
か
ら
話
す
よ

う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
は
始
め
の
部
分
は
退
屈
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
し
ば
ら
く
お
つ
き
あ
い
下
さ
い
。

一、
「
漢
字
音
」

1
・
「
漢
字
音
」
と
は

本
日
は
、
寸
漢
字
音
」
の
語
を
「
日
本
漢
字
音
」
の
意
味
で
用
い
ま
す
。
他
に
、
学
術
用
語
と
し
て
、
中
国
漢
字
音
・
朝
鮮
漢
字

音
・
越
南
漢
字
音
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
「
漢
字
音
」
と
同
じ
意
味
で
、
単
に
、
「
字
音
L
4日
L
と
申
す
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
「
漢
字
音
」
は
、
日
常
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
音
と
訓
」
の
、
「
音
L

の
こ
と
だ
と
お
考
え
下
さ
い
。



「
音
」
は
、
中
学
校
の
「
国
語
」
教
科
書
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
多
く
の
物
や
考
え
方
が
、

そ
の
名
称
（
語
）

と
共
に
日
本
及
び
日
本
語
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
ご
ろ
、
中
国
の

ど
の
地
方
か
ら
、
何
と
共
に
（
何
の
名
称
と
し
て
）
入
っ
て
き
た
か
に
よ
っ
て
音
に
違
い
が
で
き
ま
し
た
。

基
本
と
な
る
の
は
漢
音
で
す
が
、
伝
来
が
早
い
語
や
仏
教
に
関
す
る
語
に
は
呉
音
が
、
禅
宗
に
関
す
る
語
や
調
度
品
に
関
す
る

語
に
は
唐
音
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
正
し
く
読
め
ま
せ
ん
ね
。

（
「
中
学
校
国
語

2
L

〈
平
成
十
七
年
三
月
検
定
済
み
、
学
校
図
書
〉
寸
語
を
見
抜
く
1
・j
i
－
－
語
の
読
み
方
L
）

寸
語
」
に
よ
っ
て
、
音
が
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

2
・
「
常
用
漢
字
表
」
に
お
け
る
「
音
」

「
常
用
漢
字
表
」
（
平
成
二
十
二
年
内
閣
告
示
第
二
号
）

は
、
常
用
漢
字
一
二
三
六
字
に
、
二
三
五
二
の
音
と
二

O
三
六
の
訓
と
を

付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
音
を
、
漢
音
・
呉
音
・
唐
音
な
ど
と
認
定
し
て
い
く
と
、
以
下
の
数
と
な
り
ま
す
。
認
定
は
、
『
三
省
堂
五
十

音
引
き
漢
和
辞
典
』
（
二

O
O四
年
）

の
音
認
定
に
依
り
ま
し
た
。

漢
音
呉
音
同
音
九
五

O
字
、
漢
音
｜
七
五
二
字
、
呉
音
｜
五
三
八
字
、
慣
用
音
｜
九
八
字
、
唐
音
一
四
字
。

右
の
と
お
り
で
、
教
科
書
で
「
基
本
と
な
る
の
は
漢
音
で
す
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
漢
音
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
常
用
漢
字
表
」
で
、
「
特
別
な
も
の
か
、
又
は
用
法
の
ご
く
狭
い
も
の
」
と
し
て
、

一
段
下
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
音
の
み
を

集
め
る
と
、
「
呉
音
」
が
過
半
を
占
め
ま
す
。

呉
音
｜
七
四
（
寸
帰
倒
L

の
エ
、
「
香
朝
、
散
判
明
」
の
ゲ
、
「
劃
至
L

の
ゲ
な
ど
て
慣
用
音
l
二
九
（
「
樹
子
」
の
コ
ウ
な
ど
て

漢
音
｜
一
一
一
一
（
「
街
道
」
の
カ
イ
な
ど
）
漢
呉
同
音
｜
九
（
「
相
殺
」
の
サ
イ
な
ど
て
唐
音
1

七
（
「
庫
裏
L

の
ク
な
ど
）
。

親
鴛
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

。
七



親
鴛
聖
人
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漢
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に
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ら
れ
る
諸
相

。
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寸
常
用
漢
字
表
L

か
ら
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
呉
音
が
頻
用
さ
れ
な
い
漢
字
が
存
す
る
こ
と
は
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
寸
央
（
オ
ウ
）
・
応
（
オ
ウ
）
・
横
（
オ
ウ
）
・
音
（
オ
ン
）
」
な
ど
、
呉
音
で
も
、
「
常
用
漢
字
表
L

の
最
初
の
音
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
現
代
に
お
い
て
未
だ
新
語
の
生
産
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
寸
常
用
漢
字
表
」
に
追
加
さ
れ
た
漢

字
に
も
、
「
臆
（
オ
ク
）
・
蓋
（
ガ
イ
）
・
隙
（
ゲ
キ
）
・
捉
（
ソ
ク
）
・
麺
（
メ
ン
）
」
な
ど
、
三
十
二
の
呉
音
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ

ら
ば
、
っ
て
、
呉
音
は
伝
来
の
古
い
語
や
仏
教
語
に
残
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
、

そ
れ
は
改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
一
般
認
識
が
あ
る
な

3
・
「
漢
字
音
」
の

「
諸
相
」

右
の
と
お
り
、
「
日
本
漢
字
音
」
に
は
、
呉
音
・
漢
音
・
唐
音
な
ど
の
体
系
的
に
異
な
る
音
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

そ
れ
ら
呉
音
・
漢
音
・
唐
音
な
ど
の
各
体
系
内
に
も
、
請
来
当
時
の
音
に
近
い
か
否
か
の
相
違
を
持
つ
諸
相
が
同
時
代
に
存

と
考
え
て
い
ま
す
。
漢
音
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
、同
時
代
に
お
け
る
音
体
系
に
諸
相
が
存
す
る
状
態
と
は
、
現
代
日
本
語
に
お
げ
る
英
語
音
の
左
の
よ
う
な
実
態
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ァ
．
子
音
で
終
わ
っ
た
り
、
子
音
が
続
く
、
英
語
原
音
に
近
い
発
音

（
邑
日
・
盟
諸
兄
／
∞
当

2
Z
・円。
ω自
・

σ＆
・
d

司
げ
旦
な
ど
）

ィ
．
本
来
無
い
母
音
を
挿
入
・
添
加
し
つ
つ
も
、
英
語
原
音
を
残
そ
う
と
す
る
発
音

（
フ
ィ
ル
ム
・
ス
ィ

l
ト
／
ス
ィ

1
ツ
・
テ
ィ

l
ム
・
ベ
ッ
ド
・
ゥ
ワ
ツ
ツ
な
ど
）

ゥ
．
日
本
語
と
変
わ
ら
な
い
発
音

（
フ
ィ
ル
ム
・
ス
イ
l
ト
／
ス
イ
1
ツ
・
チ
l
ム
・
ベ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ト
な
ど
）



二
、
本
日
の
話
の
ね
ら
い

右
の
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
英
語
音
の
よ
う
な
諸
相
が
、
鎌
倉
時
代
の
「
呉
音
」
に
も
存
し
た
の
か
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
を
、
本
日
は
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
い
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
各
種
の
呉
音
資
料
を
調
べ
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
漢
音
の
諸
相

解
明
に
つ
い
て
、
注
（
2
）
拙
著
で
は
こ
の
方
法
を
採
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
諸
種
の
資
料
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
漢
字
音
の
差
が
、
資
料
の
性
格
に
よ
る
差
で
は
な
く
、
音
を
記
し
た

者
が
異
な
る
た
め
の
個
人
差
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
拭
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
各
種
文
献
を
、
同
一
人
が
書
き
残
し
た
文
献
群
を
分
析
の
対
象
資
料
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鎌
倉

時
代
に
お
い
て
は
、
親
驚
（
一
一
七
三
｜
一
二
六
二
）

の
著
作
・
遺
文
こ
そ
が
最
適
の
資
料
群
で
す
。

三
、
親
驚
自
筆
の
諸
資
料

親
鷺
は
、
庶
民
に
向
け
て
教
え
を
広
め
る
た
め
、
多
く
の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
し
、
漢
字
声
調
（
ア
ク
セ
ン
ト
）
を
示
す
時
刻

（
後
述
）
を
も
加
点
し
た
文
献
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
字
音
を
示
し
た
振
り
仮
名
・
本
文
に
お
け
る
字
音
語
仮
名
書
き

例
（
「
か
く
ね
む
は
う
」
〈
覚
念
房
〉
な
ど
）

と
、
漢
字
に
加
点
さ
れ
た
声
点
か
ら
知
ら
れ
る
字
音
戸
調
と
が
、
当
該
期
に
お
け
る
日
本

漢
字
音
研
究
の
資
料
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
反
切
・
同
音
字
注
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
資
料
も
存
し
ま
す
。
加
え
て
、
親
鷺
遺
文

は
、
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
に
影
印
が
収
め
ら
れ
、

い
つ
で
も
誰
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
り
、
研
究
の
客
観
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
親
鷺
遺
文
の
全
体
は
、
言
語
研
究
上
、

い
か
に
分
類
・
整
理
す
る
の
が
有
効
で
し
ょ
う
か
。
認
定
の
揺
れ
を
少
な
く
す
る
た
め
、

親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

。
九



親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

。

音
読
か
訓
読
か
と
、
漢
字
と
仮
名
の
割
合
と
か
ら
、
日
本
の
古
文
献
を
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
中
国
漢
文
字
音
直
読
資
料
（
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
蕎
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』
経
文
部
分
な
ど
）

②
中
国
漢
文
訓
読
資
料
（
『
教
行
信
証
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
・
『
浄
土
論
註
』
な
ど
）

③
日
本
漢
文
訓
読
資
料
（
『
教
行
信
証
』
日
本
漢
文
訓
読
部
分
な
ど
）

④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
（
『
西
方
指
南
抄
』
漢
文
中
心
部
分
な
ど

⑤
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
（
『
唯
信
抄
（
西
本
願
寺
本
）
』
な
ど
）

⑥
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
（
『
唯
信
紗
文
意
（
専
修
寺
蔵
正
月
十
一
日
本
）
』
な
ど
）

⑦
片
仮
名
専
用
文
（
『
唯
信
紗
文
意
』
『
一
念
多
念
文
意
』
末
文
、
『
三
帖
和
讃
』
の
左
注
な
ど
）

⑧
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
（
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
（
平
仮
名
本
）
』
、
書
簡
〈
三
・
六
・
八
・
九
・
十
〉
）

⑨
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
（
書
簡
〈
一
・
二
・
四
・
五
・
七
・
十
一
・
十
二
〉
）

右
の
通
り
、
親
鷺
遺
文
は
①
1
⑨
の
す
べ
て
に
百
一
っ
て
現
存
し
ま
す
。

四
、
親
鷺
遺
文
に
お
け
る
声
点
の
諸
相

た
だ
し
、
右
の
九
種
の
文
献
に
、
九
種
の
漢
字
音
が
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
と
③
と
の
違
い
は
、
本
文
が
中
国
で
作
成
さ
れ
た
か
日
本
で
作
ら
れ
た
か
の
差
で
す
。
④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
・
⑤
漢
字
・
片

仮
名
交
じ
り
文
と
⑥
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
、
お
よ
び
、
⑧
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
と
⑨
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
と
の
差
は
、
漢
字

と
仮
名
と
の
混
用
の
程
度
差
で
す
。

ま
た
、

四
十
八
願
文
や
『
西
方
指
南
抄
』
漢
文
部
分
に
は
、
漢
文
を
ま
ず
音
読
し
（
①
字
音
直
読
）
、
次
に
訓
読
（
②
中
国
漢
文
訓



読
）
し
て
、
音
読
し
た
漢
字
音
を
そ
の
ま
ま
訓
読
で
も
活
か
し
て
い
る
箇
所
が
有
り
ま
す
（
た
と
え
ば
、
『
西
方
指
南
抄
』
下
末
国

（
真
蹟
集
成
制
頁
）
な
ど
）
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
音
は
、
近
似
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
右
の
①
i
⑨
の
音
は
す
べ
て
同
一
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

悟
レ
ト
a
F
A
J
ザ
、
，
ん

親
鷲
は
、
声
点
（
ア
ク
セ
ン
ト
・
音
声
符
号
）
の
形
式
に
、
以
下
の
三
種
を
区
別
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

0
・
「
声
点
」
（
し
よ
う
て
ん
・
せ
い
て
ん
）
と
「
入
声
」
（
に
つ
し
よ
う
・
に
ゅ
う
せ
い
）

「
声
点
」
は
、
「
文
字
の
四
隅
（
ま
た
は
そ
の
中
間
）

に
付
し
て
、

そ
の
音
節
の
四
声
を
示
す
点
。
」
（
『
国
語
学
大
辞
典
』

一
九
八
O

年
、
東
京
堂
出
版
）

で
す
。
漢
字
左
下
の
点
を
平
声
点
と
呼
び
、

そ
れ
に
よ
っ
て
標
示
さ
れ
る
声
調
を
平
声
調
と
言
い
ま
す
。
平
声
調

は
、
低
平
調
で
し
た
。
漢
字
左
上
の
点
は
上
声
点
で
あ
り
、
上
声
調
は
高
平
調
で
し
た
。
漢
字
右
上
の
点
は
去
声
点
で
、
去
声
調
は
上

昇
調
で
し
た
。

そ
し
て
、
漢
字
右
下
の
点
が
入
声
点
で
す
。
入
声
は
P

（φ
）
・

t
－

K
の
子
音
で
終
わ
る
閉
促
音
で
す
。
日
本
漢
字
音
に
も
、
唇

ホ

フ

シ

キ

ト

ク

プ

チ

ク

ツ

内
入
声
音
（
l⑪
ロ
「
法
L

な
ど
）
・
喉
内
入
声
音
（
l
E
・
｝
自
「
識
・
徳
L

な
ど
て
舌
内
入
声
音
（

l巴・

l
E
寸
悌
・
窟
」
な
ど
）
の

三
種
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
以
下
に
述
べ
る
親
驚
の
声
点
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
ロ
ー
マ
字
表
記
な
ど
か
ら
、
舌
内
入
声
音
（
片
）

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

は
、
室
町
時
代
末

期
ま
で
母
音
を
添
え
ず
に
発
音
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
、

1
．
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
声
点
形
式

ー
清
急
「
・
」
・
濁
急
ご
」
、
清
緩
「
”
」
・
濁
鰻
「
ト
」
｜

キ
フ

こ
の
形
式
で
は
、
清
音
は
「
・
L

、
濁
音
は
「
一
」
で
示
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
入
声
は
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
さ
れ
、
「
清
急
・
」

「
清
紡
”
」
、
寸
濁
鶴
一
」
「
濁
紛
争
」
の
四
種
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
声
点
形
式
で
実
際
に
加
点
さ
れ
て
い
る
親
鷺
遺
文
は
、

つ
ぎ
の

a
の
み
で
す
。
（
以
下
、
右
の
文
献
分
類
①

1
⑨
と
真
蹟
集
成
の
巻
を
も
記
し
ま
す
。
）

親
鴛
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相



親
鴛
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

a
西
本
願
寺
蔵
『
阿
蒲
陀
鰹
註
・
観
無
量
毒
経
註
』
経
文
①
（
寸
増
補
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
」
第
七
巻
）

O
親
鷺
の
声
点
図

西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
書
経
集
注
』
表
紙
見
返

F
P鈴
川
川
，
ー

へ予三－
FI

P
コ吋

1

J

A

‘．d’

e

・
J

・・・

ziA百
ぷ
寸
ゑ
熔
議

川司令

百厳

令＋＇~

私
下一－，
4斗.. ….... , 

~· ，~，.・ft.
，；；私ヘ

と
西
本
願
寺
蔵
『
阿
輔
陀
鰹
註
・
観
無
量
書
経
註
』
の
経
本
文
で
は
、
入
声
の
急
（
清
急
寸
”
」
・
濁
急
寸
争
」
）
は
舌
内
入
声
音
（
i

同）

は
喉
内
入
声
音
（
l

E

・l
片
口
）
・
唇
内
入
声
音
（
l
A
O
ロ
）
に
加
点
さ
れ
て
い
ま
す
。

促
音
、
入
声
の
緩
（
清
緩
「
”
」
・
濁
緩
「
十
L

）



同
種
の
声
点
図
は
、
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
と
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』

の
表
紙
見
返
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

二
文
献
の
本
文
に
は
、
声
点
図
の
通
り
の
入
声
点
は
加
点
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

2
．
入
声
に
急
・
織
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式
A

ー
清
「
O

」
・
濁
よ
」
｜

二
つ
目
は
、
清
声
点
に
「
O
」
、
濁
声
点
に
よ
」
を
用
い
る
声
点
形
式
で
す
。

去
声
。

0

入
声

去
声
濁
ト

↑
入
声
濁

上
声
。

0

平
声

上
声
濁
↑

ん
「
平
声
濁

こ
の
形
式
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
親
驚
自
筆
本
で
す
。

b
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
②
③
（
第
一
巻
・
第
二
巻
）
、

c
西
本
願
寺
蔵
『
阿
蒲
陀
経
註
・
観
無
量
害
経
註
』
註
文
②
（
第
七

巻）、

d
浄
土
論
註
朱
点
②
（
第
七
巻
）
、

e
浄
土
論
註
付
曇
鷺
伝
②
（
第
七
巻
）
、

f
大
般
浬
繋
経
要
文
・
業
報
差
別
経
文
②

（
第
九
巻
）
、

g
信
徴
上
人
御
釈
③
（
第
九
巻
）
、

h
烏
龍
山
師
並
屠
児
費
蔵
停
③
（
第
九
巻
）
、

i
聖
覚
法
印
表
白
文
（
法
専
寺

蔵
）
③
（
第
九
巻
）
、

j
長
旦
園
十
四
代
③
（
第
九
巻
）
、

k
西
方
指
南
抄
②
③
④
（
第
五
・
六
巻
）
。

い
ず
れ
も
、
本
文
は
漢
文
ま
た
は
漢
語
・
漢
文
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
を
訓
読
し
た
文
献
で
打
r

そ
の
訓
読
の
訓
点
中
に
、
清

寸

O
L

・
濁
「
？
の
声
点
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

c
西
本
願
寺
蔵
『
阿
蒲
陀
経
・
観
無
量
喜
一
胃
経
』
註
文
は
、

a
西
本
願
寺
蔵
『
阿
靖
陀
経
・
観
無
量
奪
経
』

の
行
間
・
上
下
欄
・
紙
背

に
書
き
込
ま
れ
た
経
論
調
停
等
の
註
文
で
す
。
同
一
文
献
で
あ
り
な
が
ら
、
註
文
は
訓
読
さ
れ
、
入
声
の
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
、
清

親
鷲
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

一一
一



親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

四

寸

O

」
・
濁
「
ど
形
式
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
漢
文
訓
読
資
料
で
は
、
「
－
」
は
ヲ
コ
ト
点
と
、
「
一
L

は
返
点
（
一
二
点
）

「O
」
・
濁
「
了
形
式
の
声
点
を
加
点
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

f
・
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式
B

の
「
一
」
と
紛
れ
や
す
い
た
め
、
清

ー
清
「
・
」
・
濁
「
一
」
｜

次
に
、
清
音
は
「
・
」
、
濁
音
は
「
一
」
と
す
る
形
式
で
す
。
こ
の
形
式
も
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
ま
せ
ん
。

声
点
図
に
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
す
。

去
声
・

・
入
声

去
声
濁

入
声
濁

上
声
・

・
平
声

上
声
濁

平
声
濁

こ
の
形
式
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
、
次
の
諸
本
で
す
。

－
三
帖
和
讃
⑤
（
第
三
巻
）
、

m
唯
信
抄
（
西
本
願
寺
本
）
⑤
（
第
八
巻
）
、

n
唯
信
紗
（
専
修
寺
蔵
信
謹
本
）
⑤
（
第
十
巻
）
、

0

唯
信
紗
（
東
本
願
寺
等
蔵
残
巻
）
⑤
（
第
八
巻
）
、

P
唯
信
抄
（
最
乗
寺
蔵
断
簡
）
⑤
（
第
九
巻
）
、

q
尊
号
真
像
銘
文
（
建
長

本
）
⑤
（
第
四
巻
）
、

r
尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）
⑤
（
第
四
巻
）
、

S

皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡
⑤
（
第
九
巻
）
。

い
ず
れ
も
、
全
体
が
⑤
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
か
、
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
を
含
み
ま
す
。

清
「
・
L

・
濁
「
一
」
の
声
点
は
、
全
資
料
、
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
声
点
の
「
・
」
は
小
さ
く
、
墨
で
記
し
た

の
で
は
、
文
字
と
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
た
め
で
し
ょ
う
。



右
の
三
種
（
1
・
2
・
γ
）
は
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
か
否
か
で
、
ー
と
2
・
γ
と
に
分
け
ら
れ
ま
打
r

2
と

γ
と
の
声
点

形
式
の
相
違
は
、
右
に
申
し
た
と
お
り
、
本
文
書
記
形
体
の
相
違
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
と
γ
の
声
点
が
標
示
し
て

い
る
音
は
、
同
内
容
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

3
．
声
点
を
加
点
し
な
い
文
献

右
以
外
に
、
声
点
を
全
く
加
点
し
な
い
文
献
群
が
存
し
ま
す
。

（1
）
平
易
を
旨
と
し
た
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
⑥

一
念
多
念
文
意
（
第
四
巻
）
・
唯
信
紗
文
意
（
正
月
十
一
日
本
）
（
第
八
巻
）
・
唯
信
紗
文
意
（
正
月
二
十
七
日
本
）
（
第
十
巻
）

（2
）
短
文
の
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
⑥

津
肉
文
・
十
悪
（
第
九
巻
）
、
或
人
夢
〈
見
聞
集
H
〉
（
第
九
巻
）
、
法
然
上
人
御
消
息
・
九
条
殿
北
政
所
あ
て
（
第
十
巻
）

（3
）
片
仮
名
専
用
文
⑦

『
三
帖
和
讃
』
（
第
三
巻
）

の
左
注
、
『
一
念
多
念
文
意
』
『
唯
信
紗
文
意
』
末
文
（
第
四
巻
・
第
八
巻
）
、
な
ど
。

（4
）
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
⑧
、
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
⑨

専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
（
平
仮
名
本
）
』
（
第
八
巻
）
、
書
簡
（
第
四
巻
）
。

（5
）
短
文
の
漢
文
（
名
号
・
抜
き
書
き
の
類
）

諸
名
号
・
讃
銘
（
第
九
巻
）
、
滞
土
五
舎
念
悌
略
法
事
儀
賛
〈
見
聞
集
I
〉
（
第
九
巻
）
、
数
名
目
（
第
九
巻
）
、
須
晴
四
域
経
文

（
第
九
巻
）
、
三
骨
一
廟
文
（
第
九
巻
）
、
曇
摩
伽
菩
薩
文
（
第
九
巻
）
、
聖
覚
法
印
表
白
文
〈
見
聞
集
H
〉
（
第
九
巻
）
、
御
念
仏

之
間
用
意
聖
覚
返
事
〈
見
聞
集
H
〉
（
第
九
巻
）
、

四
十
八
願
文
断
簡
（
第
九
巻
）
、
道
縛
略
俸
（
第
十
巻
）
、
大
集
経
・
浬
繋
経
文

（
第
十
巻
）
、
浄
土
本
縁
経
文
（
第
十
巻
）

親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

一
一
五



親
鷲
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

一
一
六

こ
れ
ら
、
平
易
を
旨
と
し
た
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
や
仮
名
を
主
と
す
る
文
献
（
⑥
1
⑨）

に
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
偶

然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
種
の
文
献
に
漢
字
声
調
を
示
す
必
要
を
、
親
鷲
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
け
る
入
声
音
は
、
舌
内
入
声
音
を
含
め
、
和
語
と
同
一
の
音
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

五
、
親
驚
遺
文
か
ら
知
ら
れ
る
呉
音
の
諸
相

以
上
、
呉
音
読
中
心
の
親
鷺
遺
文
に
お
け
る
声
点
の
分
析
か
ら
、
親
鷺
は
、
呉
音
に
三
種
の
発
音
を
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
三
種
と
は
、
次
の
も
の
で
す
。

ァ
．
舌
内
入
声
音
（
l

門
）
を
子
音
で
終
わ
る
音

中
国
漢
文
字
音
直
読
資
料
（
①
）

の
立
回

ィ
．
舌
内
入
声
音
（
丹
）

に
、
喉
内
入
声
音
（

E
・－

g
）
・
唇
内
入
声
音
（
＠
ロ
）

と
同
じ
く
母
音
を
添
え
る
も
の
の
、
和
語

寸
ち
・
っ
L

ほ
ど
は
開
音
節
化
し
な
い
音

漢
文
訓
読
文
・
漢
字
中
心
資
料
（
②
③
④
⑤
）

の
立
日

ゥ
．
入
声
音
が
和
語
「
ち
・
っ
・
き
・
く
・
う
L

と
同
じ
音

仮
名
中
心
資
料
（
⑥
⑦
⑧
⑨
）

の
立
日

こ
の
イ
と
ウ
と
に
発
音
の
差
が
存
し
た
か
ど
う
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

し
か
し
、
始
め
に
確
認
し
た
と
お
り
、
現
代
日
本
語
の
英
語
音
に
も
、
英
語
原
音
に
近
い
音
か
ら
日
本
語
音
と
変
わ
ら
な
い
音
ま
で

の
、
少
な
く
と
も
三
層
は
区
別
可
能
で
す
。

親
鷺
遺
文
の
声
点
に
見
ら
れ
た
加
点
・
非
加
点
と
加
点
形
式
の
相
違
は
、
こ
れ
と
平
衡
し
た
発
音
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な



、
A

司、ノも
F

E

、A
、

・
刀
て
＋
h

・刀

と
考
え
て
い
ま
す
。

声
点
の
形
式
と
入
声
音
ば
か
り
で
な
く
、
仮
名
音
注
や
反
切
も
含
め
た
総
合
的
な
分
析
に
よ
っ
て
、
親
驚
遺
文
全
体
の
漢
字
音
を
位

相
論
的
に
捉
え
る
こ
と
が
、
現
在
の
私
の
課
題
で
す
。

こ
れ
で
、
「
親
鷺
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相
」
と
題
し
た
拙
い
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

質
問
者

2
の
声
点
加
点
が
さ
れ
て
い
る
主
な
資
料
と
し
て
、

ー
か
ら
S

ま
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
和
讃
に
関
連
す
る
も
の
と
か
、
あ

る
い
は

q
と
か

r
と
か

『
尊
号
真
像
銘
文
』

で
こ
れ
も
た
ぶ
ん
、
「
正
信
偶
」
が
関
係
す
る
か
な
と
い
う
思
い
が
す
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
文
字
で
読
む
と
言
う
よ
り
も
唱
え
て
い
た
り
と
か
、
耳
で
開
い
た
り
す
る
も
の
に
、
声
点
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
た
と
き
に
、
『
唯
信
紗
』
と
い
う
書
物
が
実
は
、
耳
で
聞
い
た
り
す
る
よ
う
な
側
面
が
、
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と

い
う
こ
と
を
思
っ
た
の
で
す
け
ど
、

そ
う
い
っ
た
可
能
性
と
い
う
の
は
な
い
で
す
か
？

佐
々
木
先
生

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
『
唯
信
紗
』
を
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

質
問
者

い
ゃ
な
く
て
、
普
通
読
む
の
で
す
け
ど
、

た
だ
も
と
も
と
唱
導
家
っ
て
い
う
の
は
説
法
で
い
ろ
ん
な
所
で
語
っ
て
い
る
、

そ

の
ネ
タ
本
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
見
方
が
あ
っ
た
り
す
る
、

そ
う
す
る
と
耳
で
聞
い
て
そ
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
耳
で
聞
い
た
音
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
た
っ
て
い
う
可
能
性
が
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た

の
で
。

佐
々
木
先
生

親
鷺
が
加
点
し
た
発
音
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。
『
尊
号
真
像
銘
文
』
も
銘
文
だ
け
を
、

ひ
と

親
鷲
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相
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親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

｝＼ 

り
が
読
む
の
で
な
し
に
、
皆
の
前
で
唱
え
た
、
絵
を
横
に
置
い
て
唱
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、

『
唯
信
紗
』
も
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

質
問
者

そ
う
い
う
可
能
性
が
た
ぶ
ん
正
信
偏
と
か
み
ん
な
で
唱
え
て
い
る
と
か
、
耳
で
聞
い
て
い
る
も
の
に
、
こ
の
よ
う
な
音
の
符

号
が
付
い
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
、
傾
向
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

佐
々
木
先
生

は
い
、
可
能
性
は
有
る
と
思
い
ま
す
。

お
教
え
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

質
問
者

親
鷺
聖
人
が
こ
う
い
う
よ
う
な
発
音
記
号
を
独
自
に
突
然
作
り
出
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、

た
と
え
ば
鎌
倉
時
代
以
前
、
日
本
と
か
、
韓
国
と
か
中
国
を
含
め
て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
音
み
た
い
な
も
の
を
、
何
ら

か
の
形
で
示
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
資
料
的
に
何
か
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
先
生

は
い
、
ご
ざ
い
ま
す
。
声
点
の
始
ま
り
は
、
破
音
点
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
破
音
点
は
、
通
常
の
字
の
意

味
と
は
違
う
場
合
に
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
通
常
の
字
の
意
味
と
は
違
う
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
示
す
よ
う
に
な
り
、
声
点
に
発
展

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
古
い
形
は
中
国
の
文
献
に
あ
り
ま
す
。
今
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
七
世
紀
中
噴
の
敦
埋
文
献
が
最
古
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
に
入
っ
て
参
り
ま
す
。
日
本
の
声
点
加
点
の
一
番
古
い
も
の
は
、
九
世
紀
末
の
資
料
で
す
。
声
点
加
点

資
料
は
、
非
常
に
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
た
声
点
加
点
例
は
、
親
驚
と
、

そ
の
親
鷺
加
点
本
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
た
と
え
ば
、
こ
の
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
浄
土
三
部
経
、
あ
れ
は
今
日
の
午
前
中
の
ご

発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
、
存
覚
の
所
持
本
で
す
。
そ
の
存
覚
所
持
本
浄
土
三
部
経
な
ど
、
親
鷺
の
加
点
本
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る

も
の
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
実
の
み
見
る
と
、
親
鷺
が
用
い
た
形
式
の
声
点
は
、
突
然
出
て
来
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ご

存
じ
の
通
り
に
、
点
図
集
に
は
「
豊
後
国
八
幡
菩
薩
（
云
々
の
）
撃
世
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
探
せ
ば
、
前
例
・

類
例
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。



質
問
者

親
鷺
聖
人
の
左
訓
、
読
み
も
含
め
て
で
す
け
ど
、

そ
れ
が
一
体
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
の
を
一
度
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
の
で
、
親
鷺
以
前
に
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
辞
書
を
と
に
か
く
全
部
調
べ
上
げ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
発
想
し
て
や
っ
て
み

た
の
で
す
が
、

ま
あ
こ
ち
ら
の
実
力
不
足
で
、
結
局
読
め
な
い
と
か
、
そ
れ
か
ら
最
終
的
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
な
ん

と
も
言
い
よ
う
が
な
い
と
い
う
の
が
結
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
こ
ら
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

い
わ
ば
、

こ
う
い
う
よ
う
な
読
み
と
辞
書
の
関
係
と
い
う
、
何
か
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
も
し
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
け
ど
。

佐
々
木
先
生

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
親
鷲
の
左
註
、

左
訓
を
集
め
ま
す
と
、
当
時
の
立
派
な
辞
書
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
先
生
が
な
さ
っ
て
い
る
と
お
り
で
す
。
当
時
の
名
義
抄
な
ど
よ

り
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
詳
し
い
も
の
に
な
る
わ
け
で
し
て
、
名
義
抄
な
ど
か
ら
、
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
右
側
に
加
点
、
あ
る
い
は
上
段
下
段
に
加
点
さ
れ
ま
す
仮
名
の
音
注
も
、
浄
土
真
宗
伝
承
音
と
い
わ
れ
る
、
水
を
「
シ
ヰ
」
、

阿
を
「
ワ
ア
L

「
ワ
」
と
す
る
な
ど
、
独
特
の
も
の
を
含
み
ま
す
。
反
切
に
つ
い
て
も
御
研
究
の
方
が
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
半
分
以
上
は
『
麗
韻
』
や
『
玉
篇
』

の
反
切
と
一
致
す
る
も
の
の
、
不
明
な
部
分
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
に
依
っ
て
い
る
の

か
。
あ
る
い
は
、
宋
版
一
切
経
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
調
査
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
親
鷺
は
、
宋
版
一
切

経
の
最
初
の
開
賓
蔵
か
ら
見
て
い
た
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
親
鷺
が
引
用
し
た
経
文
と
諸
写
本
・
版
本
の
本
文

と
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
宋
版
一
切
経
の
中
で
も
思
渓
版
鎌
倉
時
代
の
始
め
に
な
っ
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た

l
の
本
文
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
『
教
行
信
証
』

の
日
蔵
経
・
月
蔵
経
の
部
分
は
、
思
渓
版
と
最
も
良
く
一
致

し
ま
す
。
そ
れ
な
の
で
、
思
渓
版
の
巻
末
音
義
が
音
注
の
一
つ
の
出
典
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
、
調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
問
者

日
本
の
古
い
発
音
と
い
う
の
が
正
確
に
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
ち
ょ
っ
と
時
代
が
後
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
ど

親
鷺
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相
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親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

。

も

ハ
ン
グ
ル
、
日
葡
辞
書
以
前
の
正
確
な
発
音
と
い
う
の
は
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す

け
ど
も
、
親
鷲
の
当
時
こ
う
い
う
発
音
を
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
先
生

親
鷺
が
詳
し
い
加
点
を
し
て
く
れ
た
入
声
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
と
い
う
の
が
、
今
日
の
話
で
し

た
。
そ
れ
以
外
の
音
は
、
仮
名
と
い
う
の
が
、
非
常
に
限
界
が
あ
る
、

お
お
ざ
っ
ぱ
な
音
表
記
し
か
で
き
な
い
も
の
で
す
の
で
、
よ

く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
発
音
の
推
定
に
は
、
外
国
資
料
！
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
・
朝
鮮
半
島
の
も
の
と
か
、
あ
る
い
は
中
国

の
漢
字
で
日
本
語
を
表
記
し
た
万
葉
仮
名
な
ど
を
使
っ
た
り
、
悉
曇
資
料
党
字
で
印
度
の
言
葉
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
漢
字
や

仮
名
を
当
て
た
資
料
ー
を
用
い
ま
す
。
古
代
印
度
や
古
代
中
国
の
発
音
の
研
究
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
と

仮
名
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
仮
名
の
発
音
が
わ
か
る
。
そ
の
仮
名
が
つ
け
ら
れ
た
漢
字
の
発
音
が
わ
か
る
、

と
い
う
具
合
の
方

法
で
す
。
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
各
研
究
者
が
推
定
し
て
い
る
、

と
い
う
段
階
で
す
。

質
問
者

今
日
、
呉
音
の
話
を
ず
っ
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
始
め
の
と
こ
ろ
に
仏
教
文
献
で
呉
音
を
用
い
る
の
だ
と
い
う
話
が
教

科
書
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
親
驚
聖
人
は
『
弁
正
論
』
を
引
用
す
る
と
き
に
漢
音
を
ず
っ
と
引
用
す
る
の
で
す
が
、
何
か
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
先
生

そ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
書
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
「
親
鷺
筆
『
教
行
信
証
』

の
漢
音
｜
出
現
箇
所
と
加
点
理
由

－

L

と
い
う
論
文
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
覧
下
さ
い
。
結
論
は
、
当
時
、
弁
正
論
が
漢
音
読
さ
れ
て
い
た

か
ら
親
鷲
も
そ
れ
に
倣
っ
た
、

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
『
教
行
信
証
』

の
弁
正
論
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
部
分
で
な
く
と

も
、
た
と
え
ば
、
『
西
方
指
南
抄
』

の
中
に
も
漢
音
が
し
ば
し
ば
出
て
ま
い
り
ま
す
。
年
号
で
あ
る
と
か
、
重
源
・
運
慶
な
ど
の
人

名
で
あ
る
と
か
、
他
の
鎌
倉
時
代
の
文
献
で
も
漢
音
読
さ
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、
親
鷺
も
漢
音
を
加
点
し
て
い
ま
す
。
仏
典
、



仏
教
に
つ
い
て
述
べ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
当
時
の
人
に
違
和
感
が
あ
る
よ
う
な
漢
語
音
は
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

質
問
者

『
唯
心
紗
』

の
表
紙
裏
の
一
番
下
に
書
い
て
あ
る
「
舌
内
字

根
コ
ン
L

と
寸
唇
内
字

貧
ト
ム
L

、
親
驚
の
時
代
に
は
こ
の

音
の
区
別
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
お
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
、

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
厳
密
に
と
言
い
ま
す
か
、
丁
寧
に
字
音

仮
名
を
区
別
で
き
た
の
か
。
そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
の
、
本
来
は
こ
う
発
音
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
実
際
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
と
の
離
酷

と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
発
声
す
べ
き
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
先
生

入
声
字
に
つ
い
て
も
、

m
と

n
に
つ
い
て
も
、
親
鷺
は
そ
の
よ
う
に
発
音
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
先
ほ
ど
い
た
だ
い
た
内
藤
先
生
の
御
論
文
で
、
何
か
辞
書
を
見
て
い
た
に
違
い
な
い
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
私
も
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
発
音
し
分
け
る
こ
と
を
、
親
鷲
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
三
は
「
サ
ム
L

と
書
き
、

悪
が
続
く
と
「
三
悪
（
サ
ム
マ
ク
）
」
と
連
声
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
因
縁
（
イ
ン
ネ
ン
ご
な
ど

n
の
場
合
に
は
「
ネ
ン
」
と

ナ
行
に
連
声
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
藤
先
生
が
お
調
べ
の
通
り
、
親
驚
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、

m
と

n
の
音
を
中
国
語
原
音
の

通
り
に
童
聞
き
分
け
て
い
ま
す
。
親
鷺
は
、
入
声
の
急
・
緩
に
つ
い
て
も
、
区
別
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
門
徒
た
ち
に
強
要
、

強
制
は
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
の
だ
と
考
え
ま
す
。
親
驚
一
個
人
で
見
れ
ば
、
理
論
と
実
践
と
は
離
れ
て

い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
当
時
の
親
驚
以
外
の
人
、
す
べ
て
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
多
く
の
人
た
ち
は
、
親
鷺
が
考
え
て
い
た
理
論

と
は
離
れ
た
発
音
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

註（1
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
研
究
の
現
在
」
（
「
日
本
一
語
学
」
第
三
七
六
号
、
二

O
一
一
年
三
月
、
明
治
書
院
）
で

述
べ
た
。

親
鴛
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相



親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

（2
）
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
（
二

O
O九
年
、
汲
古
書
院
）
。

（3
）
「
フ
ィ
・
ス
ィ
」
は
、
中
・
∞
項
目
を
表
記
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
フ
イ
・
ス
イ
と
は
異
な
る
発
音
を
指
向
し
て
い
る
、
と
考
え

る
。
な
お
、
現
代
日
本
語
の
ス
ィ

l
ト
／
ス
ィ

l
ツ
が
、
英
語
の
単
数
・
複
数
に
す
べ
て
の
場
合
に
対
応
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

日
本
語
で
は
発
音
に
お
い
て
も
単
複
を
区
別
せ
ず
、
円
終
わ
り
の
音
は
ツ
で
表
記
す
る
方
が
原
音
に
近
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（4
）
仮
名
交
じ
り
文
は
、
判
定
者
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
る
和
文
体
・
和
漢
混
清
文
体
と
い
う
分
類
を
採
ら
な
い
。
山
田
俊
雄
「
和
漢
混
清

文
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
語
叩
文
体
』
〈
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
〉
）
、
中
田
祝
夫
「
日
本
の
漢
字
」
第
三
章
（
『
日
本
語
の
世
界
4
』

〈
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
社
〉
、
お
よ
び
、
三
角
洋
一
「
和
漢
混
清
文
の
成
立
」
（
『
古
典
日
本
語
の
世
界
［
二
］
』
〈
二

O
一
一
年
、
東

京
大
学
出
版
会
〉
）
、
参
照
。
④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
は
漢
字
主
体
（
『
東
大
寺
調
請
文
稿
』
『
今
昔
物
語
集
』
等
）
、
⑤
漢
字
・
片
仮
名

交
じ
り
文
は
漢
字
と
片
仮
名
が
ほ
ぼ
同
率
（
『
発
心
集
』
『
沙
石
集
』
等
）
、
⑥
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
は
片
仮
名
主
体
（
『
極
楽
願
往
生

歌
』
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
等
）
、
⑧
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
は
漢
字
と
平
仮
名
が
ほ
ぼ
同
率
の
も
の
（
最
明
寺
本
『
宝
物
集
』
・
『
古
今

著
聞
集
』
等
）
、
⑨
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
は
平
仮
名
主
体
（
『
土
左
日
記
』
『
源
氏
物
語
』
等
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
な
お
、
⑦
片
仮

名
専
用
文
は
、
上
引
中
田
著
書
で
、
「
仮
名
専
用
文
」
（
三

O
頁
以
降
）
と
あ
る
用
語
を
応
用
し
た
。
『
三
帖
和
讃
』
な
ど
の
左
注
に
、
片
仮

名
の
み
で
、
語
釈
・
注
文
を
記
す
も
の
を
指
す
。

（5
）
親
鴛
が
遺
し
た
諸
文
献
を
、
こ
の
①
1
⑨
に
分
類
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
（
複
数
に
所
属
す
る
も
の
も
有
る
）
。

①
字
音
直
読
資
料
｜
｜
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
書
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』
経
文
部
分
（
第
七
巻
）
、
四
十
八
願
文
断
簡
（
第
九
巻
）
、
大
集

経
浬
繋
経
文
（
第
九
巻
）
、
『
西
方
指
南
抄
』
字
音
直
読
部
分
（
第
五
・
六
巻
）
、
『
尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）
』
字
音
直
読
部
分
（
第
四

巻）。
②
中
国
漢
文
訓
読
資
料

l
l
『
教
行
信
証
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
（
第
一
・
二
巻
）
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
需
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』

註
文
部
分
（
第
七
巻
）
、
『
浄
土
論
註
』
朱
点
（
第
七
巻
）
、
『
浄
土
詳
細
註
』
付
曇
鴛
伝
（
第
七
巻
）
、
大
般
浬
繋
経
要
文
・
業
報
差
別
経
文

（
第
九
巻
）
、
四
十
八
願
文
断
簡
（
第
九
巻
）
朱
点
、
『
西
方
指
南
抄
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
（
第
五
・
六
巻
）
、
『
浄
土
三
経
往
生
文
類

（
略
本
）
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
（
第
三
巻
）
、
『
尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
（
第
四
巻
）
。

③
日
本
漢
文
訓
読
資
料
｜
｜
司
教
行
信
証
』
日
本
漢
文
訓
読
部
分
、
『
聖
覚
法
印
表
白
文
（
法
専
寺
蔵
）
』
（
第
九
巻
）
、
『
御
念
仏
之
間
用

意
聖
覚
返
事
』
、
『
信
微
上
人
御
釈
』
（
第
九
巻
）
、
『
烏
龍
山
師
並
屠
児
費
蔵
停
』
（
第
九
巻
）
、
『
農
E
園
十
四
代
』
（
第
九
巻
）
、
『
西
方
指



南
抄
』
日
本
漢
文
訓
読
部
分
（
第
五
・
六
巻
）
、
『
尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）
』
日
本
漢
文
訓
読
部
分
（
第
四
巻
）
。

④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
｜
｜
司
西
方
指
南
抄
』
中
本
二
三

3
1一一一一一一
3
等
の
漢
字
中
心
部
分
（
第
五
・
六
巻
）
、
曇
摩
伽
菩
薩
文
（
第

九
巻
）
、
須
菊
四
域
経
文
（
第
九
巻
）
。

⑤
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
｜
｜
『
唯
信
抄
（
西
本
願
寺
本
）
』
、
守
唯
信
紗
（
専
修
寺
蔵
信
謹
本
）
』
、
『
唯
信
紗
（
東
本
願
寺
等
蔵
残
巻
）
』
、

『
尊
号
真
像
銘
文
（
建
長
本
）
』
（
第
四
巻
）
、
『
尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）
』
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
部
分
（
第
四
巻
）
、
『
三
帖
和
讃
』

（
第
三
巻
）
、
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
（
略
本
）
』
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
部
分
（
第
三
巻
）
、
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡
』
、
『
西
方
指
南

抄
』
（
第
五
・
六
巻
）
。

⑥
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
｜
｜
守
唯
信
紗
文
意
（
専
修
寺
蔵
正
月
十
一
日
本
）
』
、
『
唯
信
紗
文
意
（
専
修
寺
蔵
正
月
二
十
七
日
本
）
』
、
『
一
念

多
念
文
意
』
、
司
見
聞
集
日
或
人
夢
』
（
九
巻
）
、
滞
肉
文
・
十
悪
（
第
九
巻
）
。

⑦
片
仮
名
専
用
文
｜
｜
『
一
念
多
念
文
意
』
『
唯
信
紗
文
意
』
末
文
（
第
四
巻
・
第
八
巻
）
、
『
三
帖
和
讃
』
な
ど
の
片
仮
名
左
注
。

⑧
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
｜
｜
専
修
寺
蔵
「
唯
信
紗
（
平
仮
名
本
）
』
（
第
八
巻
）
、
書
簡
〈
三
・
六
・
八
・
九
・
十
〉
（
第
四
巻
）
。

⑨
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
｜
｜
書
簡
〈
一
・
二
・
四
・
五
・
七
・
十
一
・
十
二
〉
（
第
四
巻
）
。

親
鷺
は
、
一
二
十
代
前
半
の
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
書
経
註
』
か
ら
、
入
滅
の
九
十
歳
書
簡
ま
で
、
生
涯
を
通
し
て
多
種
の
文
献
を
残
し

た
。
親
鷲
に
限
ら
ず
、
当
時
の
高
僧
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
書
記
活
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
親
驚
の
場
合
、
そ
の
多
く
が
今
に

伝
わ
り
、
し
か
も
、
漢
字
に
読
み
を
付
し
た
文
献
が
大
部
分
で
あ
る
た
め
、
漢
字
音
研
究
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

（6
）
金
田
一
春
彦
「
日
本
四
声
古
義
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』
〈
一
九
五
一
年
十
二
月
、
法
政
大
学
出
版
会
〉
、
『
金
田
一
春
彦
著
作
集

第
九
巻
』
〈
二

O
O五
年
、
玉
川
大
学
出
版
会
〉
所
収
）
。

（7
）
小
林
芳
規
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
I
－

H

｜
語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
｜
」
（
「
国
語
学
」
四
四
・
四
五
集
、
一
九

六
一
年
三
一
月
・
六
月
）
、
土
井
忠
生
『
吉
利
支
丹
文
献
考
』
（
一
九
六
三
年
）
一
一
二
八
頁
、
菅
原
範
夫
「
室
町
時
代
の
平
仮
名
資
料
に
お
け

る
一
表
記
法
｜
入
声
音
・
促
音
表
記
を
中
心
に
し
て
｜
」
（
「
国
文
学
孜
」
第
六
五
号
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）
、
同
「
大
蔵
流
狂
言
資
料

に
見
ら
れ
る
平
仮
名
用
字
法
の
諸
相
」
（
「
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
人
文
科
学
L

第
二
八
巻
、
一
九
八

O
年
三
月
）
、
同
「
中
世
文
書

に
見
る
地
域
言
語
「
毛
利
家
文
書
」
元
就
・
隆
元
・
輝
元
文
書
を
中
心
に
」
（
「
国
語
国
文
」
第
六
八
巻
第
五
号
、
一
九
九
九
年
五

月
）
、
浅
田
健
太
朗
1

声
明
資
料
に
お
け
る
「
ず
ら
し
表
記
」
の
機
能
を
巡
っ
て
L

（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一

O
一
輯
、
一
九
九
八

年
九
月
）
、
木
田
章
義
「
『
補
忘
記
』
の
入
声
」
（
寸
均
社
論
叢
L

一
O
、
一
九
八
一
年
一

O
月
）
、
岩
淵
悦
太
郎
「
謡
曲
の
謡
い
方
に
お
け

親
鷺
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

一一一一



親
鷺
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

四

る
入
声
ツ
に
つ
い
て
L

他
『
国
語
学
論
集
』
（
一
九
七
七
年
、
筑
摩
書
房
）
所
収
論
文
・
金
田
一
春
彦
寸
平
曲
の
音
声
（
上
）
・
（
下
）
L

（「音

声
学
会
会
報
」
的
・
山
、
一
九
五
九
年
四
月
・
十
二
月
）
、
奥
村
三
雄
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
（
一
九
八
一
年
、
桜
楓
社
）
、
福
永
静
哉

『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究
』
（
一
九
六
三
年
、
風
間
書
房
）
、
迫
野
度
徳
『
文
献
方
言
史
研
究
』
（
一
九
九
八
年
、
清
文
堂
）
、
等
。

（8
）
佐
々
木
勇
「
親
鷲
筆
『
偽
説
阿
菊
陀
経
』
『
併
説
観
無
量
害
経
』
の
漢
字
音
に
つ
い
て
L

（
「
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要
」
創
刊

号
、
一
九
九
五
年
三
月
）
、
参
照
。

（9
）

j

『
長
旦
園
十
四
代
』
は
国
名
が
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
親
鷲
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
で
は
、
専
修
寺
蔵
真
偽
筆
『
菊

陀
経
義
集
』
・
専
修
寺
蔵
顕
智
筆
『
蒲
陀
経
義
集
』
（
建
長
七
年
三
三
五
五
〉
親
驚
八
十
三
歳
本
奥
書
・
永
仁
元
年
〈
一
二
九
三
〉
書
写

奥
書
）
・
同
『
聞
書
』
・
同
『
見
聞
』
・
専
修
寺
蔵
真
偽
・
顕
智
筆
『
西
方
指
南
抄
』
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
叩
）
た
だ
し
、
本
資
料
に
は
、
上
声
・
去
声
に
限
り
、
濁
寸
一
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
細
字
の
註
文
へ
の
加
点
の
た
め
、
返
点
・
句
点
と

紛
れ
な
い
場
合
は
、
了
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
日
）
な
お
、
こ
の
「
O

」
よ
」
形
式
声
点
で
あ
れ
ば
目
立
っ
た
め
、
必
ず
し
も
朱
に
す
る
必
要
が
な
い

o
e
－
－
の
声
点
は
墨
点
で
あ
り
、

k
西
方
指
南
抄
に
も
墨
声
点
「
O
L

が
二
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
漢
文
訓
読
資
料
へ
の
声
点
加
点
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
そ
れ
と
比

較
し
て
、
疎
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
見
聞
集
H
・
浬
般
市
経
」
（
第
九
巻
）
訓
読
点
中
に
は
墨
の
寸
O
L

声
点
が
三
例
の
み
、
専
修
寺
蔵

『
唯
信
紗
（
平
仮
名
本
）
』
に
は
寸
O
L

の
墨
声
点
が
一
例
の
み
で
あ
る
（
「
宿
（
平
）
善
」

m

L
）
。
少
数
の
声
点
加
点
で
あ
る
こ
と
も
、
墨

色
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
目
立
つ
形
式
を
選
ん
だ
理
由
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

k

『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
声
点
加
点
例
は
、
清
「
O
L

・
濁
「
（
「
L

形
式
を
主
と
し
、
清
音
「
・
」
、
濁
音
「
一
」
形
式
を

交
え
る
。
大
部
の
『
西
方
指
南
抄
』
に
、
声
点
加
点
例
は
全
七
九
例
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
目
立
つ
♂
」
・
「

t
形
式
の
声
点
を
朱

筆
で
加
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
清
音
「
・
」
、
濁
音
寸
一
L

形
式
の
声
点
が
、
④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
・
⑤
漢

字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
か
、
②
訓
読
文
で
あ
っ
て
も
返
点
と
紛
れ
る
こ
と
の
な
い
漢
字
の
右
側
（
去
声
点
・
入
声
点
）
で
、
一
八
例
用
い

ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
、
こ
の
清

1
0
」
・
濁
よ
」
の
加
点
形
式
に
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
加
点
形
式
（
l
）
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
勇
寸
親
鴛
使
用
の
声
点
加
点
形
式
に
つ
い
て
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
声
点
の
位
置
づ
け
」
（
「
訓
点
語

と
訓
点
資
料
」
第
四
輯
、
二

O
一
二
年
九
月
）
、
参
照
。

（
ロ
）
「
・
」
が
小
さ
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
線
を
延
ば
せ
ば
、
後
か
ら
で
も
濁
「
一
」
に
修
正
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
意
図
的
に
、
小
さ



な
点
を
打
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
日
）
こ
の
う
ち
、

l

・2
と
γ
と
が
本
文
種
の
相
違
に
基
づ
い
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
金
信
昌
樹
「
親
鷺
と
声
点
堺
真
宗
寺

本
『
本
事
讃
』
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
の
如
く
で
あ

る。

親
驚
は
、
書
写
本
を
含
む
漢
文
撰
述
と
和
文
撰
述
と
で
加
点
形
式
が
異
な
る
。
即
ち
前
者
の
場
合
は
、
「
O

」
寸
∞
」
「
一
L

「
？
の

四
種
類
。
後
者
の
場
合
は
「
O

L

と
「
一
L

の
二
種
類
で
あ
る
。

同
氏
「
親
鴛
の
声
点
資
料
を
め
ぐ
る
諸
問
題
L

〈
「
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
紀
要
」
第
七
号
、
一
九
八
九
年
二
月
、
同
「
親
鴛
の
声
点

資
料
の
研
究
｜
『
唯
信
抄
』
信
証
本
と
顕
智
書
写
本
の
比
較
」
〈
「
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
幻
、
二

O
O五
年
十
二
月
〉
〉

に
も
、
同
内
容
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
私
の
分
類
と
は
異
な
る
。

（M
）
片
仮
名
に
も
声
点
を
加
点
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
同
時
代
の
声
点
加
点
例
は
多
い
。
し
か
し
、
親
驚
は
、
片
仮
名
専
用
文
の
片
仮

名
に
声
点
を
加
点
し
て
い
な
い
。

（
日
）
佐
々
木
勇
寸
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
お
輯
、
二

O
O
O年
十
月
）
、
参
照
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日
（
火
）
の
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
（
龍
谷
大
学
大
宮
学
会

7
清
和
館
三
階
ホ
l
ル
）
に

お
け
る
講
演
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
に
は
、
講
演
後
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
懇
親
会
で
の
会
話
か
ら
必
要
を
感
じ
て
、
補
足
し
た
部

分
が
存
す
る
。
ま
た
、
講
演
後
の
質
疑
は
、
編
集
部
に
作
成
い
た
だ
い
た
原
稿
を
も
と
に
し
て
い
る
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

親
驚
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相

五


